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推進して参りました。多文化共生は，総務省の定義によりますと，「国籍や民族などの
異なる人々が，互いの文化的違いを認め合い，対等な関係を築いていこうとしながら，
地域社会の構成員として共に生きていくこと」（総務省「地域における多文化共生推進プ
ラン」）を指します。この考え方は近年，いよいよ重要性を増していると考えられます
けれども，私たち市民にとって，多文化共生の現場での取組とはどういうものなのか，
或いは問題の実態はどうなのか，といったことはなかなか分かりません。そこで，本
日は内野先生をお招きしまして，「新宿区の多文化共生施策の現状と課題」と題しまし
て，全国でも有数の外国人住民の割合の多い自治体である新宿区の状況についてご講
演を頂けることとなりました。また，私からは，「国の入管政策の動向」と題しまして，
1990年代から現在に至るまでの国の外国人受入れ政策の動向を簡単にお話したいと考
えております。この講座では，多文化共生に関する自治体の現場と国の政策の双方か
ら検討することによって，外国人住民との共生の在り方を考えていきたいと思います。
　それでは，早速でございますが，内野先生にご講演をお願い致します。
